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期
　
割

3
　
月

（
　
　
（

固定資産税

軽自動車視

41

年
度
一
部
着
工
な
決
議

北
越
線

　
去
る
八
月
二
十
八
口
松
之
山
町
に

お
い
て
北
越
線
建
設
第
一
回
総
決
起

大
会
が
、
十
日
町
市
を
は
じ
め
地
元

沿
線
関
係
者
約
三
百
六
十
人
を
集
め

盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
叉
来
賓

と
し
て
運
輸
省
斎
藤
施
設
課
長
、
国

鉄
松
本
建
設
局
調
査
役
、
鉄
道
建
設

公
団
本
間
計
画
課
長
等
が
出
席
、
そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
北
越
線
の
重
要

性
を
発
言
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

　
そ
の
主
な
る
も
の
は

一
、
北
越
線
は
北
陸
と
関
東
を
結
ぶ

　
最
短
路
線
で
あ
る
。

　
直
江
津
駅
よ
り
長
野
廻
り
上
野
行

第
1
回
総
決
起
大
会

　
よ
り
北
越
線
廻
り
上
野
行
は
距
離

　
で
約
六
キ
ロ
、
時
．
間
で
＝
時
間
三

　
十
分
の
短
縮
と
な
る
。

二
、
鉄
道
規
格
は
乙
線
で
上
越
線
と

　
同
じ
格
付
と
な
る
。

　
（
飯
山
線
は
十
日
町
ー
川
口
問
が

　
丙
線
、
十
日
町
－
戸
狩
間
は
そ
れ

　
以
下
の
線
と
な
っ
て
い
る
）

三
、
電
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
上

　
越
線
、
信
越
線
、
北
陸
線
と
も
電

　
化
さ
れ
て
い
る
の
で
長
距
離
列
車

　
を
北
越
線
に
通
す
た
め
に
は
電
化

　
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
昭
和
三
十
八
年
北
陸
線
と
上
越
線

10

月
か
ら
東
京
日
帰
り

　
　
旅
行
が
で
き
ま
す

飯
山
線
の
終
車
一
本
増
え
る

　
国
鉄
で
は
主
要
幹
線
の
電
化
、
複

線
化
の
工
事
が
進
み
、
輸
送
力
が
増

強
さ
れ
た
の
で
、
十
月
一
日
に
ダ
イ

ヤ
改
正
を
行
い
ま
す
が
十
日
町
市
関

係
に
つ
い
て
み
ま
す
と

ω
準
急
「
野
沢
」
号
が
長
野
～
長
岡

　
間
直
通
と
な
っ
て
．
従
来
の
信
越

　
線
経
由
よ
り
も
距
離
．
時
間
が
短

　
縮
さ
れ
ま
す
。

②
越
後
川
口
発
二
一
時
五
十
六
分
、

　
十
日
町
着
二
二
時
二
三
分
の
気
動

　
車
が
新
設
さ
れ
、
上
野
発
十
八
時

聯

雛灘

羅朋
鍵

　
四
分
、
越
後
川
口
着
二
一
時
五
二

　
分
の
急
行
が
接
続
し
、
東
京
へ
の

　
日
帰
り
が
実
現
し
ま
す
。

③
新
潟
か
ら
の
準
急
「
う
お
の
」
号

　
が
越
後
川
口
か
ら
十
日
町
ま
で
各

　
駅
停
車
扱
い
と
な
り
、
沿
線
住
民

　
の
長
い
間
の
希
望
が
実
現
す
る
こ

　
と
に
な
り
ま
し
た
。

㈲
越
後
川
口
駅
で
接
続
す
る
優
等
列

　
車
【
準
急
以
上
】
の
数
が
上
り
四

　
本
、
下
り
五
本
と
増
加
し
便
利
と

　
な
り
ま
す
。
　
　
〔
十
口
町
駅
〕

　
　
　
　
　
　
鮒

（6度目）

を
短
絡
す
る
鉄
道
と
し
て
貴
、
衆
両

院
に
請
願
書
を
提
出
、
採
択
さ
れ
て

か
ら
三
十
有
余
年
、
本
線
の
着
工
運

動
が
開
始
さ
れ
て
か
ら
す
で
に
四
十

年
の
歳
月
が
流
れ
て
い
る
が
、
漸
く

着
工
へ
の
一
歩
を
踏
み
出
し
た
わ
け

で
あ
り
ま
す
。

　
昭
和
三
十
七
年
三
月
二
十
七
H
に

予
定
線
に
、
編
入
さ
れ
て
か
ら
、
昭
和

三
十
九
年
六
月
二
十
五
日
に
工
事
線

に
格
上
げ
す
る
ま
で
、
わ
ず
か
ニ
ケ

年
で
あ
っ
た
こ
と
は
鉄
道
新
線
の
建

設
史
上
異
例
の
こ
と
で
、
今
後
と
も

完
成
の
た
め
地
元
の
一
致
協
力
が
要

請
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
当
日
は
期
成
同
盟
会
長
で
あ
る
田

中
彰
治
代
議
士
を
は
じ
め
大
竹
、
塚

田
両
代
議
士
、
渡
辺
県
会
議
長
、
県

の
商
政
課
長
等
か
ら
昭
和
四
十
一
年

度
予
算
獲
得
の
た
め
、
揮
身
努
力
す

る
力
強
い
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

　
又
「
昭
和
四
十
一
年
度
中
に
用
地

買
収
並
び
に
一
部
着
工
す
る
こ
と
」

の
決
議
文
が
全
会
一
致
決
定
さ
れ
閉

会
い
た
し
ま
し
た
。

大井田が優勝

産
米
の
改
良
は

　
　
　
　
　
　
適
期
刈
取
り
と
乾
燥
の
適
正

　
最
近
早
生
種
の
作
付
が
増
加
し
て

い
る
関
係
か
ら
刈
り
遅
れ
が
目
立
ち

そ
の
た
め
切
角
苦
労
し
て
作
っ
た
米

の
品
質
を
低
下
し
商
品
価
値
を
落
し

て
い
る
の
も
す
く
な
く
な
い
。

　
叉
反
対
に
千
秋
楽
な
ど
の
晩
生
種

は
過
早
刈
り
と
な
っ
て
い
わ
ゆ
る
青

刈
り
の
現
象
が
山
間
部
に
続
出
し
て

い
る
。
刈
り
取
り
は
稲
の
熟
度
に
応

じ
て
刈
り
取
る
よ
う
に
心
掛
け
ね
ば

な
ら
な
い
Q

　
顧
、
刈
り
取
り
の
適
期
の
判
定

　
刈
り
取
り
の
適
期
は
成
熟
期
の
頃

で
あ
る
が
、
そ
の
年
の
天
候
や
品
種

の
早
晩
に
よ
っ
て
異
な
り
、
早
生
で

三
十
H
～
三
十
五
日
中
生
で
四
十
日

晩
生
で
四
十
五
口
頃
で
あ
る
。

　
高
温
の
年
の
極
早
生
は
早
ま
り
、

低
温
の
年
の
晩
生
は
お
く
れ
る
。

　
実
際
に
立
毛
の
判
定
と
し
て
は
大

部
分
の
穂
が
黄
熟
し
　
穂
の
基
部
に

青
籾
が
僅
か
に
残
っ
て
い
る
程
度
が

ー
も
事
I
l
I
［

適
期
で
あ
る
。

　
二
、
刈
り
取
り
時
の
注
意

ω
刈
り
取
り
時
期
は
お
く
れ
な
い
よ

　
う
に
や
x
早
刈
り
す
る
と
品
質
も

　
よ
く
’
叉
穂
こ
ぼ
れ
な
ど
の
損
失

　
も
す
く
な
く
、
穂
発
芽
も
す
く
な

　
い
。

②
一
枚
の
田
に
つ
い
て
適
期
に
刈
る

　
こ
と
は
で
き
て
も
、
計
画
が
悪
い

　
と
、
経
営
全
面
積
に
つ
い
て
適
期

　
に
刈
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
こ

　
と
が
多
い
。

⑲
刈
り
取
り
適
期
に
は
い
く
ら
か
の

　
幅
は
あ
る
の
で
、
一
日
当
り
の
刈

　
り
取
り
能
力
を
考
え
て
適
期
近
く

　
に
早
め
に
刈
り
は
じ
め
る
。

㈲
刈
り
取
り
を
順
調
に
す
N
め
る
た

　
め
に
通
風
乾
燥
機
を
上
手
に
利
用

　
し
、
架
場
の
制
約
を
受
け
ず
、
能

　
率
的
な
乾
燥
法
を
行
う
よ
う
に
す

　
る
Q

　
三
、
生
脱
穀
に
つ
い
て

第9回市民体育大会

　
第
九
岡
市
民
体
育
大
会
は
秋
晴
れ

の
去
る
五
H
＋
日
町
中
学
校
グ
ラ
ン

ド
で
開
か
れ
十
四
チ
！
ム
が
熱
戦
を

繰
り
ひ
ろ
げ
ま
し
た
が
大
井
田
チ
ー

ム
が
伝
統
の
強
味
を
発
揮
し
て
通
算

六
度
日
の
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

　
成
績
つ
ぎ
の
と
お
り

①
大
井
田
一
八
二
点
②
中
条
一
六
五

点
③
吉
田
南
一
六
四
点
④
新
座
一
六

〇
点

⑤
水
沢
ド
一
五
五
点
⑥
下
条
一

五
三
点
⑦
水
沢
A
一
四
二
点
⑧
吉
田

北
二
二
九
点
⑨
川
治
B
二
二
八
点
⑩

川
治
A
一
三
七
点
。

　
最
近
の
労
力
不
足
と
脱
穀
機
の
改

　
良
か
ら
直
脱
穀
生
籾
乾
燥
を
行
う

　
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
直
脱
穀
す

　
る
場
合
は
次
の
よ
う
な
注
意
を
す

　
る
。

ω
刈
り
取
り
作
業
は
．
露
が
払
わ
れ
た

　
頃
か
ら
行
う
。

②
刈
り
倒
し
た
稲
は
地
干
し
て
そ
の

　
ま
N
乾
燥
す
る
か
、
大
束
結
束
し

　
た
も
の
を
穂
先
を
空
に
向
け
て
圃

　
場
に
立
て
る
と
よ
い
が
、
そ
の
場

　
合
、
降
雨
の
時
は
ビ
ニ
ー
ル
で
被

　
覆
す
る
。

③
直
脱
穀
を
す
る
場
合
．
脱
穀
機
の

　
消
費
動
力
が
非
常
に
大
き
く
し
か

　
も
変
動
す
る
の
で
、
平
均
し
て
稲

　
を
供
給
す
る
よ
う
に
す
る
。

　
四
、
生
籾
乾
燥
の
注
意

ω
直
脱
穀
の
籾
は
含
水
率
が
高
い
の

　
で
そ
の
ま
N
長
時
問
放
置
す
る
と

　
「
ム
レ
」
て
変
質
し
易
い

⑭
変
質
を
防
ぐ
た
め
に
脱
穀
後
の
籾

　
は
常
温
で
直
ち
に
通
風
す
る

⑭
生
籾
を
乾
燥
す
る
場
合
、
含
水
率

　
一
六
～
一
七
％
ま
で
は
一
時
問
当

　
り
一
％
位
と
し
そ
れ
次
後
は
O
、

　
八
～
○
、
五
位
に
落
し
胴
割
れ
の

　
発
生
に
特
に
注
意
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

各
戸
に
表
札
と
　
　
　
　
㎜

　
　
　
　
郵
便
受
箱
を
　
　
舶

　
郵
便
局
で
は
大
切
な
郵
便
や
小
酬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

包
を
早
く
正
し
く
お
届
け
す
る
よ
㎜

う
心
掛
け
て
い
ま
す
。
皆
さ
ま
の
酬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

お
家
の
表
札
の
中
に
は
古
く
な
っ
㎜

て
読
み
ず
ら
い
も
の
が
ま
だ
ま
だ
闘

あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
機
会
に
家
族
㎜

全
員
の
表
札
を
掲
げ
て
下
さ
い
。
　
”

表
札
と
郵
便
受
箱
の
お
申
込
み
は
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
馴

郵
便
局
へ
ど
う
ぞ
。
　
　
　
　
　
旧

◎
金
属
板
家
族
表
札
　
一
〇
〇
円
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

◎
郵
便
受
箱
（
木
製
）
四
八
○
円
閲

◎
　
〃
　
（
金
属
製
）
四
八
○
円
酬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
旧

　
　
　
　
　
（
十
H
町
郵
便
局
）

共
同
募
金
に
ご
協
力
を

目
標
額
百
五
十
七
万
円

　
赤
い
羽
根
共
同
募
金
も
こ
と
し
で

十
九
回
目
を
迎
え
ま
し
た
が
、
こ
と

し
の
目
標
額
は
百
五
十
七
万
四
千
円
■

と
決
り
ま
し
た
。
ど
う
か
不
幸
な
人

た
ち
の
法
外
援
護
資
金
と
な
る
共
同
”

募
金
に
ご
協
力
下
ツ
、
」
る
よ
う
お
願
い
㎜

し
ま
す
。

重
症
身
障
者
に
つ
い
て
お
答
え

　
去
る
八
月
末
市
内
ロ
ハ
野
の
一
市
民

の
方
か
ら
社
会
福
祉
の
お
役
に
と
金

五
百
円
を
同
封
し
て
重
症
身
障
者
の

国
、
県
及
び
市
か
ら
の
授
助
が
ど
の

よ
う
に
な
さ
れ
て
い
る
か
、
こ
れ
ら

の
気
の
毒
な
人
達
を
救
う
運
動
を
も

っ
と
積
極
的
に
も
り
あ
げ
て
ほ
し
い

と
い
う
投
書
が
あ
り
ま
し
た
が
こ
れ

に
つ
い
て
市
社
会
福
祉
事
務
所
か
ら

お
答
え
申
上
げ
ま
す
。

　
重
度
身
体
障
害
者
（
児
）
と
は
身
障

新
大
附
属
病
院
で
診
療
を

受
け
ら
れ
る
方
へ

　
今
ま
で
新
潟
大
学
附
属
病
院
で
診

療
を
受
け
ら
れ
る
場
合
は
医
療
費
は

全
額
附
属
病
院
の
窓
口
で
支
払
い
、

あ
と
で
市
役
所
か
ら
本
人
へ
支
払
っ

て
い
ま
し
た
。
　
（
こ
の
方
法
を
療
養

払
い
と
い
う
）
こ
の
方
法
で
は
皆
さ

ま
が
大
変
不
都
合
で
あ
っ
た
わ
け
で

す
が
九
月
十
一
日
か
ら
は
一
般
の
お

医
者
さ
ん
に
か
Σ
る
場
合
と
同
様
附

属
病
院
の
窓
口
へ
は
世
帯
主
三
割
、

家
族
は
五
割
を
支
払
っ
て
い
た
y
け

れ
ば
よ
い
こ
と
に
な
り
ま
し
た
か
ら

診
療
を
受
け
ら
れ
る
と
き
は
国
保
の

被
保
険
者
証
を
必
ず
ご
持
参
く
だ
さ

い
。
被
保
険
者
証
を
持
参
し
な
い
場

合
は
今
ま
で
と
同
じ
療
養
払
い
と
な

り
ま
す
か
ら
御
注
意
下
さ
い
。

i”川川■■川11”II凹■1”Illl”口■1”川llI一■1川1”1

者
福
祉
法
で
身
障
者
手
帳
所
持
者
で

一
級
～
二
級
に
該
当
す
る
者
を
い
っ

て
お
り
ま
す
。

　
一
級
十
五
万
二
千
人
、
二
級
十
六

万
三
千
人
、
計
三
十
一
万
五
千
五
百

人
（
厚
生
白
書
）
こ
れ
ら
の
中
で
更

生
援
護
施
設
に
入
所
を
要
す
る
者
は

二
千
人
、
収
容
援
護
授
産
施
設
に
入

所
を
要
す
る
も
の
二
千
五
百
人
と
推

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
厚
生
省
で
は
こ

れ
ら
要
入
所
者
を
昭
和
四
十
五
年
ま

極
的
に
運
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

伊
東
、
別
府
）
県
立
で
は
愛
知
、
岡

は
残
念
な
が
ら
あ
り
ま
せ
ん
。
今
後

七
人
、
小
人
十
人
と
な
っ
て
い
ま

す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
胴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

で
に
収
容
で
き
る
よ
う
施
設
の
拡
充
一

を
は
か
る
と
共
に
市
及
び
県
で
も
積
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
口

現
在
国
立
の
施
設
は
三
ケ
所
（
東
京
、
騒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

山
、
福
井
、
宮
城
な
ど
に
あ
り
本
県
■

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド

皆
さ
ん
方
と
共
に
強
力
な
運
動
を
推
■

進
し
施
設
の
設
置
に
努
力
し
た
い
と
■

考
え
て
い
ま
す
。
ち
な
み
に
当
市
の
旧

重
度
身
障
者
を
み
ま
す
と
、
大
人
十
一 ■－瞳II”1”1・・“1”闘ll一馴闘”””－■9”腿朋－■”闘“”旧■lll6”1”■■1””1111■圓闘““”■■

蹴
…
…
羅
…
叢
灘
…
薩
蟹

N
H
K
で
ド
ラ
マ

脚
本
募
集

◎
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ

　
原
稿
用
紙
四
百
字
詰
六
五
枚

◎
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ

　
原
稿
用
紙
四
百
字
詰
四
五
枚

ど
ち
ら
も
こ
の
ほ
か
原
稿
用
紙
二

枚
以
内
の
梗
概
を
添
え
る
こ
と

◎
応
募
〆
切
　
十
二
月
二
十
H

◎
賞
金
　
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
と
も

　
　
　
　
各
一
篇
二
十
万
円

◎
内
容
　
健
康
で
明
る
い
も
の
、

　
　
　
　
形
式
自
由
、
入
選
発
表

　
　
　
　
四
一
年
二
月
中
旬
、
放

　
　
　
　
送
は
三
月

◎
あ
て
先
　
東
京
都
渋
谷
局
区
内

　
　
　
　
　
N
H
K
放
送
セ
ソ
タ

　
　
　
　
　
ー
　
「
テ
レ
ビ
叉
は
ラ

　
　
　
　
　
ジ
ォ
」
脚
本
係

広
報
板
を
設
置

　
通
行
す
る
人
た
ち
へ
の
広
報
に

市
で
は
こ
の
ほ
ど
市
役
所
前
に
広

報
板
を
設
け
ま
し
た
、
毎
月
の
市

報
や
総
理
府
提
供
の
写
真
ニ
ュ
ー

ス
。
そ
の
他
ポ
ス
タ
ー
な
ど
が
掲

示
さ
れ
ま
す
。

火
の
用
心
の
習
字
募
集

　
市
消
防
後
援
会
で
は
防
火
思
想

の
普
及
を
は
か
る
た
め
市
教
委
と

タ
イ
ア
ッ
プ
し
、
小
、
中
学
生
に

よ
る
火
の
用
心
の
習
字
募
集
を
し

ま
す
。
対
象
学
年
は
小
学
校
で
は

四
、
五
、
六
年
生
で
楷
書
．
中
学

校
は
一
、
二
年
生
で
行
書
、
十
月

十
五
日
ま
で
各
学
校
で
ま
と
め
事

前
審
査
の
う
え
教
育
委
員
会
で
審

査
し
て
入
賞
作
品
を
決
め
ま
す
。

入
賞
は
金
賞
二
名
、
銀
賞
三
名
、

銅
賞
四
名
、
佳
作
五
名
。
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亡
心
れ
ず
に
．
ボ
ク
も
圭
日
い
て
ネ

国
勢
調
査

　
十
月
一
日
は
全
国
い
っ
せ
い
に
第

十
回
目
の
国
勢
調
査
が
実
施
さ
れ
ま

す
。
国
勢
調
査
は
国
の
も
っ
と
も
基

本
的
な
統
計
調
査
で
全
国
都
道
府
県

市
町
村
別
人
口
の
大
き
さ
や
男
女
、

年
令
、
職
業
な
ど
人
口
の
構
成
を
明

ら
か
に
し
国
の
政
治
行
政
は
も
ち
ろ

ん
地
方
行
政
に
直
接
役
立
つ
資
料
を

得
る
た
め
お
こ
な
わ
れ
る
も
の
で
、

調
査
結
果
は
た
と
え
ば
雇
用
教
育
、

社
会
保
障
、
住
宅
環
境
衛
生
、
交
通

議
員
定
数
の
決
定
、
地
方
交
付
税
の

算
定
基
準
な
ど
に
欠
く
こ
と
の
で
き

な
い
基
礎
資
料
を
得
る
た
め
お
こ
な

わ
れ
ま
す
。

　
調
査
の
時
期
と
方
法

十
日
町
市
に
お
い
て
は
市
内
を
二
百

六
十
八
調
査
区
に
説
定
し
二
百
四
十

四
名
の
調
査
員
を
配
置
し
一
人
の
調

査
も
れ
も
叉
重
複
も
な
い
よ
う
細
心

の
注
意
が
払
わ
れ
て
お
り
ま
す
調
査

員
は
九
月
二
十
四
日
か
ら
各
世
帯
に

調
査
票
と
調
査
票
の
記
入
例
を
配
布

い
た
し
ま
す
の
で
各
世
帯
で
は
十
月

一
日
午
前
零
時
現
在
に
お
い
て
前
一

週
問
の
状
態
を
記
入
し
ま
す
が
記
入

に
あ
た
っ
て
は
調
査
票
の
裏
面
の
記

入
上
の
注
意
や
記
入
例
を
よ
く
読
ん

で
調
査
票
に
記
入
し
て
下
さ
い
。
記

調
査
員
に
ζ
協
力
下
さ
い

入
さ
れ
た
調
査
票
は
十
月
一
日
か
ら

三
日
ま
で
に
調
査
員
が
集
め
に
伺
い

ま
す
。

　
国
勢
調
査
員
氏
名

【
下
山
、
新
光
寺
】
佐
藤
庄
策
【
水

口
】
村
山
長
一
【
新
保
】
小
川
治
夫

【
貝
の
川
】
小
林
鉄
夫
【
桑
原
、
野
，

田
、
蟹
沢
】
近
藤
豊
【
為
永
】
村
山

悦
司
、
中
町
由
雄
【
仙
之
山
】
渡
辺

清
志
【
山
根
】
村
山
貞
夫
【
岩
野
】

田
村
正
輝
、
渡
辺
仁
吉
【
原
、
廿
日

城
】
樋
熊
忠
一
【
原
】
生
越
伊
三
郎

【
山
際
】
田
村
保
【
上
新
田
高
近

藤
昭
一
【
同
二
】
堀
源
一
【
同
三
】

池
田
三
郎
【
塩
野
】
樋
口
武
雄
【
願

入
】
水
落
巻
治
【
平
】
小
島
新
平
【
漉

野
】
水
落
運
平
【
ニ
タ
子
】
水
落
綱

行
【
慶
地
】
小
宮
山
信
治
、
二
十
三

名
【
中
条
市
ノ
沢
】
佐
藤
健
吉
【
轟
木
】

藤
木
伊
太
郎
【
焼
野
、
加
勝
】
池
田

金
策
【
池
谷
、
入
山
】
曾
根
武
【
魚

の
田
川
】
大
津
昭
成
【
新
水
】
久
保

田
豊
吉
、
橋
本
市
太
郎
【
宇
田
ヶ
沢

菅
沼
】
岩
田
正
一
【
山
新
田
、
柴
倉

小
貫
】
庭
野
武
一
【
東
枯
木
叉
、
西

枯
木
叉
】
春
川
昭
吉
【
笠
置
】
須
藤

藤
吉
【
蕨
平
、
上
田
原
】
峰
岸
松
代

【
三
ッ
山
】
大
津
正
雄
【
高
場
、
美

女
木
】
福
原
二
郎
【
北
原
】
池
田
一

雄
【
梅
沢
、
中
条
新
田
】
藤
木
孝
平

【
峠
】
佐
藤
繁
作
【
島
（
中
条
）
】
岩

田
忠
治
郎
、
樋
熊
秀
子
【
下
町
】
樋

熊
正
夫
【
背
戸
】
中
林
英
三
郎
【
中

町
】
中
林
義
一
郎
【
旭
町
】
富
沢
政

義
、
岩
田
宣
照
【
上
町
】
金
沢
勇
造

【
太
子
堂
】
小
宮
山
慶
一
【
八
幡
、

塚
田
】
大
熊
石
松
【
五
軒
新
田
】
大

熊
保
治
【
尾
崎
】
小
川
挙
一
【
四
日

町
第
こ
池
田
一
吉
【
同
第
二
】
高

田
春
夫
【
同
第
三
】
二
瓶
清
一
【
同

第
四
】
根
津
清
松
【
四
日
町
新
田
一

二
】
池
田
叉
治
【
同
三
】
山
田
夕
起

夫
【
新
座
第
一
】
樋
口
一
男
、
中
川

勉
【
同
二
】
中
島
勝
太
郎
【
同
三
】

越
井
武
男
【
同
四
】
雲
野
正
利
【
同

五
】
中
川
久
吉
、
岩
田
七
郎
【
睦
織

物
皿
、
若
杉
寮
】
樋
熊
三
平
【
上
原
】

大
熊
正
三
、
四
十
四
名

【
八
幡
田
】
清
水
光
男
【
稲
荷
町
三

丁
目
】
渡
辺
留
吉
、
高
橋
義
昭
、
村

山
富
策
【
同
四
丁
目
】
酒
井
三
郎
、
，

山
田
金
二
【
島
】
庭
野
昭
一
、
庭
野

清
平
【
高
田
町
三
丁
目
】
藤
ノ
木
光

雄
、
山
内
文
二
、
田
川
正
三
、
庭
野

国
吉
【
関
芳
織
物
、
住
吉
工
場
】
佐

藤
宗
一
【
高
山
第
四
】
池
田
卯
八

【
同
第
一
】
吉
田
房
吉
【
同
第
二
】

岡
村
善
一
【
同
第
三
】
真
霜
伊
佐
美

【
同
第
六
】
尾
身
晃
【
同
第
七
】
湯

沢
庄
吾
【
春
日
町
一
丁
目
】
磯
貝
正

吉
【
同
二
丁
目
】
俵
山
貞
義
【
同
三

丁
目
】
高
橋
万
平
、
関
口
秀
夫
【
本

町
六
丁
目
】
関
口
幸
作
、
佐
藤
正
彦

柴
沢
寿
栄
【
製
糸
工
場
寮
】
岩
田
七

郎
【
高
田
町
四
丁
目
】
山
田
佐
一

【
同
五
丁
目
】
池
田
定
治
【
稲
荷
町

二
丁
目
】
根
津
英
助
【
同
一
丁
目
】

塩
川
亀
作
【
本
町
五
丁
目
】
関
口
美

影
【
田
中
町
本
通
り
】
中
林
勇
雄
、

関
口
弘
治
【
川
原
町
】
樋
口
新
一
、

庭
野
光
夫
【
田
川
町
一
】
根
津
倉
之

助
【
同
二
】
池
田
作
三
【
同
三
】
岩

田
高
栄
、
柳
栄
三
郎
【
田
中
町
東
】

滝
沢
壮
治
【
西
】
佐
藤
宗
一
【
本
町

四
丁
目
】
佐
野
真
一
【
西
浦
町
東
】
根

津
茂
【
西
浦
町
西
】
庭
野
由
松
【
旭

町
】
後
藤
俊
春
【
駅
通
り
】
島
田
靖

久
、
田
口
勝
【
泉
町
】
関
口
軍
治

【
昭
和
町
一
丁
目
】
田
口
健
作
．
服

　
農
地
改
革
で
農
地
を
買
収
さ
れ
た

旧
地
主
ま
た
は
そ
の
遣
族
、
法
人
の

承
継
人
に
対
し
て
報
償
金
を
支
給
す

る
法
律
が
公
布
施
行
に
な
り
ま
し
て

事
務
手
続
の
実
施
に
は
い
り
ま
し

た
。
法
律
の
内
容
を
要
約
す
る
と
次

の
と
お
り
で
す
。

一
、
報
償
金
の
受
給
資
格
者
は
農
地

　
改
革
で
農
地
を
一
畝
以
上
買
収
さ

　
れ
た
も
の
又
は
そ
の
遺
族
、
承
継

　
人
で
す
。

二
、
受
給
資
格
者
は
給
付
金
の
請
求

　
権
が
あ
り
ま
す
が
昭
和
四
十
二
年

　
三
月
二
十
一
日
ま
で
に
請
求
書
を

　
提
出
し
て
県
知
事
の
認
定
を
受
け

　
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
請
求
期

　
日
を
過
ぎ
て
か
ら
の
請
求
は
受
給

　
で
き
ま
せ
ん
。

三
、
買
収
さ
れ
た
面
積
と
は
次
の
一

　
号
の
買
収
さ
れ
た
面
積
か
ら
二
号

　
の
売
渡
し
を
受
け
た
面
積
を
控
除

　
し
て
得
た
面
積
で
す
。

ω
買
収
さ
れ
た
土
地
の
合
計
面
積

イ
、
田
の
面
積
は
そ
の
面
積

ロ
、
畑
の
面
積
は
田
の
面
積
の
百
分

　
の
六
十
に
相
当
す
る
面
積

②
被
買
収
者
に
売
渡
し
さ
れ
た
土
地

　
の
合
計
面
積

　
百
分
の
五
十
、
一
万
円

　
二
町
を
こ
え
三
町
以
下
の
面
積
、

　
百
分
の
三
十
、
六
千
円

　
三
町
を
こ
え
る
面
積
、
百
分
の
十

　
二
千
円

ロ
、
一
畝
以
上
一
反
未
満
は
一
率
に

　
一
万
円

五
、
給
付
金
は
十
年
（
一
万
円
以
下

農
地
報
償
の
あ
ら
ま
し

イ
、
田
の
面
積
は
そ
の
面
積

ロ
、
畑
の
面
積
は
田
の
面
積
の
百
分

　
の
六
十
に
相
当
す
る
面
積

四
、
給
付
金
の
額
は
つ
ぎ
の
と
お
り

イ
、
区
分
、
割
合
、
金
額
（
反
当
）

　
一
町
以
下
の
面
積
、
百
分
の
十
、

　
二
万
円

　
一
町
を
こ
え
二
町
以
下
の
面
積
、

　
は
五
年
）
均
等
償
還
の
記
名
国
債

　
で
交
付
さ
れ
ま
す
。

六
、
国
債
は
担
保
、
譲
渡
又
は
差
押

　
え
る
こ
と
を
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

七
、
給
付
金
に
は
所
得
税
を
課
さ
れ

　
ま
せ
ん

八
、
国
債
発
行
日
は
昭
和
四
十
年
六

　
月
十
六
H
と
な
り
請
求
認
定
を
受

　
に
な
り
ま
す
。

九
、
国
債
の
償
還
は
昭
和
四
十
一
年

　
六
月
十
五
日
か
ら
開
始
さ
れ
償
還

　
金
を
受
領
す
る
揚
所
は
国
債
発
行

　
店
及
び
郵
便
局
で
す
（
簡
易
郵
便

　
局
を
除
く
）

十
、
請
求
手
続
き
に
つ
い
て
は
十
日

　
町
市
で
は
十
日
町
市
農
業
委
員
会

　
で
取
扱
い
ま
す
が
請
求
手
続
に
つ

　
い
て
の
説
明
会
は
次
に
よ
り
行
い

　
ま
す
。

　
十
月
十
一
H

　
十
一
月
十
日

　
十
二
月
八
日

　
い
ず
れ
も
午
後
一
時
か
ら
十
H
町

市
公
民
舘
。 曜

鰭
灘
鑑

部
泰
【
同
三
、
二
丁
目
】
小
林
良
太

郎
【
同
四
丁
目
】
阿
部
子
之
松
【
加

賀
糸
屋
町
】
根
津
謙
太
郎
【
関
口
樋

口
町
】
関
口
政
勇
【
本
町
三
丁
目
】

富
田
五
郎
平
【
若
宮
町
】
阿
部
国

治
【
水
野
町
】
庭
野
英
次
【
神
明
町
】

野
本
菊
逸
【
学
校
町
】
野
沢
泰
二
、

松
岡
泰
三
【
宮
下
町
東
】
牧
野
健

【
宮
下
町
西
】
福
原
弘
師
【
諏
訪
町
】

田
村
喜
作
【
本
町
二
丁
目
】
山
内
士

郎
【
西
寺
町
】
根
津
正
蔵
【
七
軒
町
】

高
橋
米
蔵
【
高
田
町
一
丁
目
】
関
口

正
道
【
同
二
丁
目
】
池
田
義
広
【
栄

町
】
小
島
貞
治
【
袋
町
西
】
小
杉
広

作
【
袋
町
西
】
山
田
真
佐
栄
【
袋
町

東
】
高
橋
清
一
【
本
町
一
丁
目
下
】

村
山
武
雄
【
同
東
一
丁
目
】
田
村
猛

【
同
一
丁
目
上
】
滝
沢
文
吉
】
滝
文

工
業
、
若
草
寮
】
滝
沢
義
三
【
同
西

一
丁
目
】
宮
内
喜
平
【
江
道
、
猿
倉
】

金
沢
謙
蔵
【
津
池
】
小
林
金
次
郎

【
樽
沢
】
阿
部
正
平
【
赤
倉
】
春
川

大
和
【
大
池
】
重
野
作
栄
【
菅
沼
】

庭
野
栄
松
、
十
四
名

【
城
之
古
口
高
橋
秀
雄
【
同
二
】
小
林

君
三
郎
【
北
新
田
〕
岡
村
正
丈
【
山

本
町
一
丁
目
】
服
部
広
良
【
同
二
丁

目
】
渡
辺
賢
一
【
同
三
丁
目
】
梱
沢
喜

市
【
同
四
丁
目
】
相
沢
喜
久
治
【
同

五
丁
目
】
庭
山
広
司
【
関
芳
織
物
皿

第
一
工
場
寮
】
森
肇
【
川
治
下
町
乙

斉
藤
隆
司
【
同
二
】
竹
内
元
一
【
同

三
】
竹
内
正
治
【
同
中
町
】
中
沢
林
平

【
内
後
】
林
茂
樹
【
谷
内
丑
】
大
島
富

士
雄
、
小
海
寛
【
川
治
上
町
】
桑
原

幸
作
【
関
根
、
浅
之
平
】
岡
村
光
夫

【
笹
之
沢
】
服
部
幸
一
【
落
之
水
】
斉

木
孝
允
【
稲
子
平
】
阿
部
誠
一
【
長

里
、
控
木
】
斉
木
身
守
【
池
之
平
、

孕
石
】
村
山
広
栄
、
二
十
三
名

【
中
村
】
小
杉
茂
【
山
谷
、
麻
畑
】
柳

明
夫
【
田
麦
】
福
崎
正
幸
【
ニ
ッ
屋
】

俵
山
陽
昇
栄
【
船
坂
】
徳
永
昭
三
【
塩

之
又
】
桑
原
清
正
、
六
名

【
稲
葉
】
丸
山
太
平
治
【
山
谷
】
渡
辺

敏
一
、
酒
井
一
郎
【
小
泉
】
長
野
利

雄
、
大
島
信
貞
．
小
沢
才
吉
【
樽
沢
】

春
日
虎
之
助
【
名
ケ
山
】
小
海
友
作

小
海
勝
英
【
北
鐙
坂
】
小
山
晃
一
、

斉
木
寿
雄
、
太
田
義
英
【
南
鐙
坂
】
保

坂
利
隆
、
保
坂
久
一
【
高
島
】
野
上

尚
雄
、
野
上
利
雄
【
鉢
】
尾
身
敏
晴

尾
身
幸
平
、
尾
身
元
義
【
中
手
】
江
村

伊
作
【
中
平
】
尾
身
昭
一
、
二
十
一
名

【
池
沢
】
佐
藤
竜
次
【
野
中
】
樋
口
政

信
【
池
之
尻
、
漆
島
】
福
崎
仁
太
郎

【
天
池
、
細
尾
】
福
崎
卯
三
郎
【
中
在

家
、
市
之
沢
】
樋
口
重
蔵
【
南
婁
】
山

崎
多
助
【
二
俣
口
】
鈴
木
武
【
当
間
】

佐
藤
茂
行
【
鍬
柄
沢
】
桑
原
照
夫
【
珠

川
】
丸
山
春
平
【
小
黒
沢
】
宮
沢
福

定
【
大
黒
沢
】
井
口
正
信
【
伊
達
第

一
】
宮
島
竹
治
【
同
第
二
】
宮
沢
春
一

【
同
第
三
】
宮
沢
昭
二
【
新
宮
第
口
村

口
千
基
【
同
第
三
】
滝
沢
一
幸
【
同

康
清
【
姿
第
一
】
保
坂
巌
【
同
第
二
】

【
同
第
二
】
金
沢
一
比
古
【
同
第
三
】
上

第
二
】
鈴
木
藤
平
【
同
第
三
】
高
野

利
次
【
同
第
四
】
山
口
辰
敏
【
安
養

寺
】
古
沢
貞
夫
【
水
沢
】
金
井
啓
三

郎
、
丸
山
喜
久
治
、
三
十
四
名

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

山
徳
正
【
同
第
二
】
村
山
一
徳
【
土
■

市
第
二
上
村
慶
治
【
同
第
二
】
樋
■

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
曝

第
四
】
上
村
誠
作
【
養
老
院
】
富
井
■

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

保
坂
謙
一
【
太
田
島
第
二
高
野
松
蔵
■

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

村
健
夫
【
馬
場
第
口
鈴
木
荘
逸
【
同
臨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

老
人
健
康
診
査
ご
案
内

　
九
月
十
五
日
の
「
と
し
よ
り
の
日
」

を
中
心
に
老
人
編
祉
週
間
と
呼
称
し

老
人
の
幸
わ
せ
を
高
め
る
運
動
が
展

開
さ
れ
ま
す
が
市
で
は
六
十
五
才
以

上
の
老
人
に
対
し
て
健
康
診
査
を
実

施
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
希
望
の
方

は
一
人
で
も
多
く
受
診
さ
れ
る
よ
う

望
ん
で
い
ま
す
。
な
お
診
査
券
は
市

政
事
務
嘱
託
員
及
び
地
区
民
生
委
員

に
あ
り
ま
す
の
で
受
診
の
際
は
こ
の

券
を
病
院
に
出
し
て
下
さ
い
。

◎
十
日
町
病
院
（
十
日
町
、
川
治
、

　
吉
田
、
六
箇
地
区
）

十
四
日
、
十
五
日
、
十
七
日
、
二
十

一
日
、
二
十
四
日
、
い
ず
れ
も
午
後

一
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で
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◎
中
条
病
院
（
中
条
地
区
）

日
、
午
後
一
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

十
四
日
十
五
日
、
十
六
H
、
十
七

時
ま
で
◎
三
谷
医
院
（
水
沢
地
区
）

一
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

一
般
診
査
…
無
料
（
老
人
健
康
診
査

精
密
診
査
…
老
人
健
康
診
査
費
と
社

　
が
つ
く
場
合
も
あ
る
）

十
五
日
、
十
六
H
、
十
七
口
、
十
八
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

◎
山
口
医
院
（
下
条
地
区
）
　
　
　
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

日
、
十
八
日
、
午
後
一
時
か
ら
午
後
三
鰯

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鳳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

十
四
日
、
十
五
日
、
十
六
日
、
午
後
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ

◎
診
査
料
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
費
負
担
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
会
険
負
担
（
な
お
高
額
所
得
者
■

　
年
額
二
十
二
万
以
上
は
自
己
負
担
■

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
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青
年
学
級
案
内

　
公
民
舘
の
歴
史
は
浅
い
だ
け
に
、

そ
の
運
営
に
は
い
ろ
ん
な
困
難
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
活
動
に
は
い

ろ
い
ろ
な
方
法
が
と
ら
れ
て
き
ま
し

た
。
だ
か
ら
、
公
民
舘
と
は
、
踊
り

や
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
コ
ン
の
場
、
と
い

う
よ
う
な
印
象
が
、
ま
だ
一
部
の
人

達
に
は
残
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
け

れ
ど
も
現
在
、
公
民
舘
は
学
習
が
主

体
で
、
中
で
も
「
学
級
」
の
よ
う
な

計
画
的
、
継
続
的
な
も
の
が
中
心
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
こ
で
今
回
は

そ
の
一
つ
、
　
「
青
年
学
級
」
に
つ
い

て
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
青
年
学
級
は
、
法
律
に
も
と
づ
い

た
、
彷
く
背
少
年
の
た
め
の
学
級
で

全
国
に
あ
り
ま
す
。
戦
前
の
「
青
年

学
校
」
と
は
ち
が
い
ま
す
が
、
　
「
青

年
団
」
的
な
も
の
と
「
学
校
」
的
な

も
の
の
中
間
的
な
も
の
、
と
い
う
ふ

う
に
考
え
て
い
た
y
い
て
も
よ
い
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て

現
在
、
青
年
学
級
は
彷
く
青
年
達
の

唯
一
の
学
級
と
し
て
、
広
く
青
年
達

の
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
、
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
私
達
の
市
で
は
、
十

四
の
青
年
学
級
、
か
あ
り
、
全
市
で
約

七
百
名
の
学
級
生
が
お
り
ま
す
。
学

級
を
列
記
し
て
み
ま
す
と
。

　
◆
十
日
町
青
年
学
級

　
◆
中
条
青
年
学
級

　
◆
新
座
青
年
学
級

　
◆
東
部
青
年
学
級
（
飛
渡
）

　
◆
枯
木
叉
青
年
学
級

　
◆
三
ッ
山
青
年
学
級

　
◆
川
治
青
年
学
級

　
◆
高
山
青
年
学
級

　
◆
真
田
青
年
学
級

　
◆
下
条
青
年
学
級

　
◆
東
下
組
青
年
学
級

　
◆
野
中
青
年
学
級

　
◆
ジ
ュ
ニ
ア
青
年
学
級
（
十
日
町
）

　
◆
農
業
青
年
教
室
（
十
日
町
）

　
青
年
学
級
の
学
習
は
年
間
で
、
公

民
舘
叉
は
小
、
中
学
校
で
、
夜
お
こ

な
っ
て
お
り
ま
す
。
内
容
は
、
全
体

学
習
と
コ
ー
ス
学
習
の
二
つ
の
方
法

を
と
っ
て
お
り
ま
す
。
全
体
学
習
は

必
修
で
各
講
師
に
よ
る
一
般
教
養
が

主
で
す
。
コ
ー
ス
学
習
は
選
択
で
、

コ
ー
ス
は
文
芸
、
習
字
、
美
術
、
音

楽
、
生
花
、
茶
道
、
和
洋
裁
、
料

理
、
社
会
、
体
育
、
農
業
、
商
業
な

ど
が
あ
り
専
任
の
講
師
が
つ
い
て
お

り
ま
す
。
そ
の
ほ
か
学
級
と
し
て
、

球
技
大
会
、
ハ
イ
キ
ソ
グ
、
キ
ャ
ン

プ
、
文
化
祭
、
研
究
発
表
会
、
レ
ク

リ
ェ
ー
シ
ョ
ソ
大
会
、
研
修
旅
行
な

ど
も
お
こ
な
っ
て
お
り
ま
す
。
文
芸

誌
と
か
機
関
紙
な
ど
を
発
行
し
て
い

る
学
級
も
あ
り
ま
す
。

　
青
年
学
級
は
学
校
で
は
あ
り
ま
せ

　
　
の

ん
の
で
、
施
設
や
設
備
、
山
間
地
で

は
講
師
に
め
ぐ
ま
れ
な
い
と
い
う
悩

み
が
あ
り
ま
す
が
、
学
級
と
い
う
独

　
　
　
　
自
の
ふ
ん
い
き
が
あ
り
、

仙
き
な
が
ら
自
分
の
好
き

な
学
習
が
で
き
る
こ
と
や

友
達
づ
く
り
が
で
ぎ
る
な

ど
青
年
学
級
だ
け
の
魅
力

が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
青

年
達
は
ほ
と
ん
ど
毎
夜
学

習
に
は
げ
ん
で
お
り
ま
す

　
こ
の
青
年
の
姿
を
、
た

く
さ
ん
の
市
民
の
み
な
さ

ん
か
ら
知
っ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し

て
こ
の
青
年
達
を
は
げ
ま

し
て
や
っ
て
下
さ
い
。
そ

れ
か
ら
青
年
の
方
で
ま
だ

学
級
を
知
ら
な
い
方
、
ど

う
か
公
民
舘
ま
で
お
い
で

下
さ
い
。
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